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（３）成り立ち 

・計画地は、江戸期までは興福寺境内として、その子院である観禅院が位置していた。 

・興福寺境内は、明治４年（1871）の社寺領上知令により官有地となったが、管理が不十分なため荒廃

地として風致景観を損ねていた。このため、県（当時は堺県）は、明治 11 年（1878）に計画地を含

む興福寺旧境内の一部を公園地に設定し、興福寺旧境内の風致体裁を整えるため公園地の拝借願を出

していた町民有志に貸与するなど、維持管理をおこなった。 

・この取り組みを基盤に、興福寺旧境内及び猿沢池周辺を名所旧跡として保存活用することを目的に、

太政官布達第十六号に基づき、明治 13年（1880）に奈良公園を開設した。 

・計画地では、公園開設と同年に師範学校の新校舎が完成する。その後、大正 11 年（1922）には名勝

奈良公園の一部に指定、昭和 35年（1960）には都市公園法に基づく都市公園奈良公園となり、同年、

計画地にあった奈良学芸大学（もと師範学校で、現在の奈良教育大学）の用途廃止が行われるまで、

学校敷地としての土地利用がなされてきた。 

・校舎移転以降、計画地には、昭和 30 年代に行われた公園整備事業の一環として、昭和 42 年（1967）

に登大路駐車場が開設された。これは、当時のカーブームの本格化、自動車観光時代の到来により、

公園内への受入車数が増加し、渋滞や観光バスの不法駐車、境内地への乗入等が散見されたため、既

存駐車場に加え、抜本的な交通対策を検討した結果、公園内への車の受入対策とともに、乗入抑制の

中心的な役割を担う駐車場として整備されたものであった。 

・なお、計画地は、平成 23年（2011）に登大路駐車場としての利用を廃止し現在に至る。 

 

  

 

江戸期以前：興福寺子院観禅院が建っていた計画地（赤枠部） 

出典：奈良県立橿原考古学研究所所蔵「興福寺旧境内地図」 

 

 

 

明治 11年（1878）：奈良公園開設以前から 

公園地として維持管理されていた計画地（赤枠部） 
出典：「奈良公園史」 

明治 34年（1901）： 

師範学校校舎が建てられていた計画地（赤枠部） 
出典：「奈良大仏前絵図屋筒井家刻成絵図集成」 

  

昭和 34年（1959）以前： 

奈良学芸大学校舎が建てられていた計画地（赤枠部） 
出典：「奈良公園史」 

昭和 40年（1965）県庁舎竣工以降： 

登大路駐車場としての利用されていた計画地（赤枠部） 
出典：「奈良公園史」 

 

平成 23年（2011）以降：登大路駐車場としての利用を廃止した現況 

（写真左：吉城園周辺、写真右：県庁舎） 
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２．関係法規制 
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名勝奈良公園指定範囲及び関係法規制の指定状況  
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３．名勝奈良公園としての本質的価値 

 

３－１．計画地が有する本質的価値 

（１）公園開設以前（明治 12年（1879）以前） 

１）南都八景に選ばれた景勝地に隣接 

・寛正６年（1465）、東大寺や興福寺にゆかりのある景勝地が、南都八景に選ばれている。 

・四季折々の美しい情景を捉えたものとして人々に慕われ、以降の旅の道中案内記や名所図会等にも

度々とりあげられた。 

・計画地は、南都八景のうち、轟橋行人と雲井坂の雨の二景に選ばれた景勝地に隣接している。 

・轟橋行人に添えられた歌からもうかがえるように、当時より、計画地は多くのひとが行き来する交

通の要所、名所であった。 

南都八景 

一景．春日野の鹿 二景．三笠山の雪 三景．猿沢池の月 四景．佐保川の蛍 

五景．轟橋行人  六景．雲居阪の雨 七景．東大寺の鐘 八景．南円堂の藤 

 

南都八景図（部分）（古礀明誉筆）出典：奈良県立美術館編『日本美術と鹿』,1998 

 

五景．轟橋行人 

打ちわたる 人めも絶えず ゆく駒の 

ふみこそならせ とどろきのはし 

小倉前中納言実遠 

六景．雲居阪の雨 

むら雨の はれ間に越えよ 雲井さか 

みかさの山は 程ちかくとも 

為重 

    

出典：『絵本通宝志』（享保 15年(1730)刊）金沢美術工芸大学所蔵 

 

 

 

 

２）興福寺子院観禅院の境内地 

・計画地は、興福寺子院の観禅院の境内地であったが、明治４年（1871）の社寺領上知令により官有

地となった。 

・明治 11 年（1878）に公園地に設定され、町民有志に貸与され、興福寺旧境内地の風致景観が維持

されてきた。 

 

（２）公園開設以降（明治 13年（1880）以降） 

１）公園地として興福寺旧境内地の風致景観の維持管理 

・奈良公園は、太政官布達第十六号に基づき明治 13年（1880）に開設された。 

・計画地周辺は開設当初より公園地として、吉城園周辺地区、興福寺境内に隣接する箇所として、師

範学校、郡役所とともに、八重桜、築地塀を中心とした良好な風致景観が形成されていた。 

 

（３）名勝指定以降（大正 11年（1922）以降） 

１）興福寺旧境内地の風致景観を文化財として保存管理 

・奈良公園は、大正 11年（1922）に史蹟名勝天然記念物法により名勝奈良公園に指定された。 

・名勝指定文にあるとおり、計画地は興福寺旧境内地として名勝地の指定を受けている。 

・名勝指定以降、昭和 35 年（1960）に奈良学芸大学の校舎が移転するまで、学校敷地として土地利

用のなか、興福寺旧境内地の風致景観が保存管理されてきた。 

名勝奈良公園 大正 11年（1922）３月８日 指定文 

奈良縣ノ経営ニ属シ明治十三年興福寺元境内及ビ春日野等約四万三千坪ノ地ヲ劃シテ公園ト

爲シタルニ始マル、後春日山花山嫩草山等ノ山林及東大寺手向山神社ノ境内地ヲ編入シ更ニ風致

上必要ナル民有地ヲ買收シ以テ今日ノ區域ヲ成スニ至レリ 

 

（４）都市公園法施行以降（昭和 31年（1956）以降） 

１）都市公園奈良公園として公園地の活用 

・昭和 35年（1960）に、都市公園法に基づく都市公園奈良公園として設置された。 

・計画地は、昭和 30 年代の校舎移転、県庁舎改築にともなう公園整備、当時、深刻化していた交通

問題への対策事業の一環として、昭和 42（1967）に登大路駐車場を開設し、公園地としての活用が

図られてきた。 

・なお、県庁舎改築にあたっては、奈良公園の風致景観を損なわないことを第一に、計画地を含め、

公園側からみた県庁舎周辺の印象を和らげるため、全体に近代建築と公園の緑との調和するよう配

慮された。 

 

 


